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Vision 理念  Team

東京都庁、経済企画庁、NY 市等で公務員生活約 �� 年。政策調査・立案、都市開発、国際交流、文化行政に携

わる。その後、研究者および教育者および実践家の道へ。理論経済学をベースに、現場に根ざした分析・研究

と改善・改革の方策を探る。財団法人地方自治総合研究所 特別研究員、����-���� 年　県立広島大学 学長補

佐 経営情報学部 教授、����-���� 年　大阪市立大学大学院創造都市研究科 兼任講師、����-���� 年　大阪経

済大学 経済学部 客員教授 ����-���� 年　事業創造大学院大学 客員教授 同大学 国政公共政策研究所長。

吉川富夫
GPPI では地域から日本全体の政策をデザインしていきます。各方面からの横断的な分析、学問領域にとらわれない

（Anti-disciplinary）研究、そして、人材育成など、豊かな国民生活の未来の実現に向けて、社会の問題解決を志向します。

地域社会政策、行政経営、社会福祉、健康医療などの政策領域を中心に、多様かつイノベーティブな専門家集団が挑戦します。

NPO 法人日本公共利益研究所（JIPII：ジピー）代表、株式会社ターンアラウンド研究所代表取締役社長。アクセンチュア株式会社入社。業務改革、

情報システム構築業務に従事。その後、株式会社日本能率協会コンサルティング（JMAC）にて地方自治体の行財政改革、行政評価や人事評価の導入・

運用、業務改善を支援。独立後、企業の組織改革、人的資本経営、モチベーション・エンゲージメント、人事評価構築・運用、イノベーション、新

規事業企画の支援を進めている。専門は、公共政策、人事評価やリーダーシップ、SDGs や地方創生など。

西村　健

Project

日本のできないを変えていく。日本の未来を創る。

新しい取り組み→できない・やったことない→やらない
「やってことがないら、できないはずだ。」とおっしゃる方がいます。しかし、そうでしょうか。人類はいつも危機を乗り越

えてきました。実際にはどのような変化にも対応できるだけの力を持っています。その力を活かし、他分野が結集し、一つ
の政策課題や社会課題に向き合うことで新しい答えが見えてくる可能性が高まります。今まで、専門家がその分野に絞って
研究することが常識でした。しかし、AI の登場や世界の急激な変化には多様な分野を併せ持つ技術が進化を遂げています。
そのような時代には例えば工学に芸術、文学に AI など超越した成果を上げるためには、まさに日本の文化や伝統、そして技
術力を結集させ、より新しい技術へ昇華させることができたら、日本流の発展を自治体レベル、そして国レベルで実施して
いくことにつながると確信しています。少子高齢化を迎え、変革し続けていく必要が出てきました。労働政策、経済政策、
そして自治体行政の運営のあり方政策のあり方も日々変化しています。政策評価や各方面の専門家と共に研究し、創造性の
高い制度政策を実行していく当研究機構に是非ご期待、ご支援ください。

●健康医療・社会福祉政策分析
　　福祉サービス第三者評価事業

地域政策シンクタンク事業

福祉法人の経営・人材育成事業

社会イノベーター・政策専門家・政治家人材育成事業

●自治体政策デザイン事業

●社会福祉連携推進法人研究・実践サポート事業

●学会運営事業
福祉法人経営学会の運営事業

●社会変革事業

変革と、
創造。

未来へ。

プロジェクト

メンバー

Membership 機構メンバーのご案内
顧問 ：京極髙宣　( 国立社会保障人口問題研究所名誉所長 )

個人会員　　　　　　　　　　　一口七千円 / 年会費

Tomio Yoshikawa

Ken Nishimura

中川尋史 Hiroshi Nakagawa
日本刀店、養護老人ホーム、インターネットラジオ局、参議院 公設秘書、社会福祉法人勤務を経て、日本文化から政治、福祉の分野に携わる。福祉

経営学をベースに、関連した福祉政策の研究や改革に向けた方策を研究している。���� 年 - 社会福祉法人全国社会福祉協議会 日本福祉施設士会 代議

員、���� 年 - 昭和女子大学 現代ビジネス研究所 研究員。

上記サービスに加えて、学生向けオンライン
研究会へのご招待。

　篤志会員　　　　　　　　　　　一口一万円 / 年会費
個人会員の規定に加えて、篤志会員限定の
交流会、研究会、懇親会へのご招待。

• 専用 slack へのご招待
• 共同プロジェクトでの共同
• 各界専門家の講演への限定ご招待
• 丸の内での少人数セッションへのご招待
＊詳細は HP をご覧ください。
学生会員　　　　　　　　　　　一口二千円 / 年会費

銀行口座など準備中


